はじめに

　大阪府内では、約200の識字・日本語教室において、約5,600人の学習者が、約2,800人の学習支援者とともに「よみ・かき・ことば」の学習活動を行っています。

「よみ・かき・ことば」を学ぶことは、個々のコミュニケーション能力を高めるだけでなく、生活者として他者とつながり、自分らしく生きていくために必要な力を獲得していく営みです。そして、その活動を支える学習支援者とともに学び合い、高め合う社会的な活動でもあります。

本調査は、大阪府内の識字・日本語教室を対象に、教室における活動状況の実態や現場の課題、ニーズを把握するために実施したものです。令和７年度の調査では、識字・日本語教室に関わる学習支援者などからの声を参考に調査項目を再整理し、市町村識字・日本語学習担当課の協力を得て実施しました。

識字・日本語教室の関係者をはじめ、行政や大学、ＮＰＯなどにおかれましても、本調査が今後の学習活動の充実や地域社会の発展に資する参考となれば幸いです。

最後になりましたが、本調査にご協力いただきました関係者の皆さまに、改めて心よりお礼を申し上げます。



令和８年２月18日
大阪府教育庁
市町村教育室地域教育振興課
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